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古代日本の暦に就て（7）
S　　。　　1　　生
　脅日まで號を追ふて述べた所を薮で一先づまとめて見ると・紳代の暦の存在
は十分肯定する事が出來ると思ふ．簡箪に結論を述べると，次の通りとなる．
　（1）年と日とは古事記・日本書紀・共に紳代の巻に記事があり・叉・暦の成
　　　立の過程から推しても，母国に於て・年と日は既に存在したと云ふとと
　　　が七里る．
　（2）月は月讃命の御名より推して，又，月立，望，晦等の和名により，更に
　　　暦の成立の過程より判断して，其の存在を認めることが出來た．
　（3）日数は，「八N八夜」と云ふ風に，書と夜とを別々に数へた．
　（4）春夏秋冬の四季の和名も，夙に神代からあった．
　（5）一年の始めは春であって，霞が立つのを見て年の改まるのを知った．
　（6）月kの和名も，その起源は・古く神武天皇御東征の頃から存在した．月
　　　数は十ニケ月であった・然し閏年があり・三って・閏月が置かれたか何
　　　うかは，判然しない．（閏月に：就ては後に恐察することにする）
　（7）騨代に於ける一・年の総数が何日であったかは，適確・に知る材料がない
　（8）年・凡　日・三つの時間軍位の相：互翌旦は・如何であったか？A一一一つ判
　　　然と知るごとが出來ない．
　さて，一年の総日数は・相當の年月を経る間には大体は決定して來る筈のも
ので，春霞の立つた時を春の初めとして居ては・實際の目数を讃む上に於て，
十日乃至二十日は・年により・氣候により，其の時日に早晩があるのであるが，
長い歳月を経て行く間には，自然と～年の日歎は一定して來て・結局は366か，
365日弧の・一年の穂日数を把握するに至ることは自然であり・容易に考へら
れることである・そして一年の総日数が決まって來れば・十ニケ月の一年を何
度も繰返レて行く聞には，翼然置閣の問題も生じて來るだらう．
　いつものくにのみやつこかむよこミ
　出雲堅造紳賀詞は・天孫降臨以自行はれて來た貌詞であると云はれて居る
が（之には多少異論もあるが）其の中に：
　　　　や　モ　か　び　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いく　ひ　　　たる　ひ
　　　『八十目日は在れども，今日の生日の足日に』
と云ふことが載って居る．八十日日とは・日の歎の多いことを述べて居るので
あるが・之は神代で八十日まで数へた記録と見ることも出來る・又・生臼と云
ふのは，生き榮える日，足日と云ふのは，事の足り満つる日と云ふので，共に
“吉き日”と云ふ意味になる・日を鐵へ・叉・日の吉凶を揮んだことも，想像
出來るのである．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　め　論，古事記神代巻に，素嚢山詞の御子大年紳（島物の神）と伊怒比費との間に
　　　　　　　　　　　　　　　　　からの　　　　　モ　ほ　りの　　　　　むかひの　　　　ひじりの生れ給ふた五柱の神に，大國御魂神，韓帥，曾冨理紳，向日帥，感温が居られ
たことが載って居るが，韓回申の韓は朝鮮のことであり，倉富田紳の曾富理は新
　　　　　　り　　そ し　も羅の國曾　茂梨のことで，牛頭の意味となる．向日紳は日の方向によって家相
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じひじりと地相と暦日を察するのを司った紳（南方熊楠冷語）で，聖紳の聖は日知の意味
で，日の吉凶を司った紳であると云ふ．（村田春海・柳田國男氏詮）甚だ興味あ
る詮だと思ふ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ああ　　を　　　くや　　　　　き　支那の上代の書物である書経の品書尭典には，『帝曰く，春汝義と和と，碁は
1三百有配直走六日あり．閏月を以て四時を定め歳を成す』と載って居るが，碁
it　一一週年，旬は十のことであって，帥’ち冷雨（皇紀前1695年頃）の時既に支那に
於て斯くの如き暦が存在したこと主なるが，此の事實の漏出は兎に角として，
宋の粗沖之（皇紀1100年頃）の言に依れば，黄帝暦などの支那上代の暦は，後漢
の四分暦と同様，一年の総日数は365日14であって，閏月を置V・たと云ふから・
余程古くから可成り高度の暦が存在したと云ふことが出悟る．
　然し，吾が紳代の暦は現在我々が知る廣では，固有のものであって，支那か
　　　　　　　　　　　　　　　つきたちら傳画したものではないらしい．月立など云ふ和名のこと，甕と夜と別々に数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すくなびこなのへたことなど，其の豪しい例であらう．干佃篤胤が臨いた檬に，少彦名神や大
國主命が支那に渡られ，彼國に我國の暦を傳へられたと噺することは差控へる
ことΣするが，兎に角，日本へ支那の暦が上る以前から既に聴感には上に述べ
た様な猫特の固有暦があったと云ふことが出來るし，他方，・本居宣長が眞暦考
に読V・た様な所謂自然暦の存在も認めることが出回るのである．之は一見矛盾
ある所論の如くであるが，暦の成立の過程の順から行けば，眞暦考の中に書い
てある様な天地自然の暦は，先づ最初のものであり，此の自然暦が進化して來
て，筆者の島隠した如き紳代暦と成るもので，謂は野，示網代暦は其の次に由る
べきものなのである．そして紳武天皇御東征討になって，支那人或は朝鮮人が
旧邸に漂着或は渡臆して來て，御東征露寅の年の頃，初めて干支による日の記
録法が用ぴられる様になったが，其後も紳代暦は長く大和民族の間に於て用ひ
られたもので，．出れは筆者が本論文胃頭に於て述べた檬な古代暦とは別個の存
在であった様である。之れは後述する虞により面訴に明確になって直ること」．
思ふ．
　さて魏志倭人傅に述べてみる倭國とは，四時の日本の何盧を指して居たか，
詮索する～二とは今暫く措くこと」するが，前漢書の地理志にも，倭國は山高國
に分れて居たヒとを述べて居る．之は國郡が多数の匝劃に分れて居たことを記
述して居るのであって，其の國々によって，昔ながらの紳回暦を用ひたり，或
は駒競の古代暦を用ひだりしたものと，推定することが出來るのであって，又，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
騨代暦はおろか，倭人傳に記して居る様な，輩に“春耕秋牧を計って年紀とし
た”地方もあったのであらう．偶々魏略の著者魚泰は・其の献態を報告して，
其直なことを書いたのであらう．
書繊示申天皇の＋年（皇紀573）の灘，r灘1騰灘綬脇是れ帰趨
おらむけ化に暫はれざるか』と云ふことが見へて居る．此の正朔と云ふことにっv、て
は，二つの読があり，一は暦のことであるとし・他は・正朔と云ふのは，漢文
の潤飾であって，溝律叉は命令のことし解すべきものであると云ふ．前者は，
中根元圭が皇和二三に於て探る所であり・後者は・件信友が比古婆衣に於て之
を反駁せる所のものである．
’誠に，意味は信友の云ふ通り解さねばならぬと思ふが，正朔と殊更に日本書
紀に記して居る以上は，只，潤飾とのみ解するは如何か？筆者は・之を以て，
我國上代に於て少くとも二つ以上の種類の暦が行はれて居た有力なる讃篠と考
　　　　　　　　　　　　　　　ヨへるのである．併し，何回の郡で何の暦が用ひられ，興国の地：方で何の暦が用
ひられて居なかったと云ふ様なことは，適確に云ふことが出來ないが，上代の
　　　　　　　　ひ　うくへき　　　　　　　　　　　　　　つり　　　　　　きべ諸夏の郡名吟名に日置と云ふのがあり，又姓氏に日奉氏，民部τ日置部，
ひぼっリクぐ
日滑子と云ふのがあるので・古記録によって・其の分布を朧げながらも推定出
掌るのである．
　　　　　　　　　　わみよジるいじうせう　最古の和漢群書である倭名類聚毒舌（皇紀1590年頃）には・郡名として・薩摩國
　ひおきに日置（比於木）と云ふのが載って居る・又・日置郷として衣の通り十四個の地
名が記されて居るのである．
　　　ながさの1　安房長狭郡
　　　かんはらの2越後蒲原郡
　　　すトの3　能登珠洲郡
　　　あユの4　尾張海部郡
　　　いもしの5　伊勢登志郡
???????　カしつらさのかみの大和葛上郡
　　たきの丹波多紀郡
　　よ　きの丹後與謝郡
　　ゆたのイ旦馬氣二君β
　　けたの因幡氣多郡
　　　　かむピの11　　日晒雲乖申Fl】君B
　　　　さ　ばの12　周防佐婆郡
　　　　をしつの13　長門大津郡
　　　　たまいなの14　肥後玉名郡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やく　日置部は，毎日日歎を誠み，月を藪へ，年を計へる一一つの役で，3ζ，臼置（珪
面木）と簡箪に云ふ．更に壱岐（へき）叉は三尺（びき），3〈，約言して置（おき）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ　そたらしとも云ふ・孝昭天皇（皇紀186一一268）の皇后を世襲足媛と申すが，奮事紀には
『世襲足固武名日置姫命』と申し奉った事が記載せられて居る．古事記には『尾
むらじ　　　　　　よそ　いも　　へそたほぴめ　おやおきつ張出の租奥津余曾の武名は三宝多本毘費命』と・なって居る．之れは日置と云譜、
言葉の記録に見える最初であらう．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（皇紀2600年7月5日夜）
